








要約 

AIH 妊娠例の追跡調査により,以下の結論を得た。 

1)最近 5 年間の AIH の適応別分布はまず精液性状の悪い例が 56％,Huhner test 陰性例が

28％,いわゆる機能性不妊例が 13.1％,その他 29.1％となっている。 

2)AIH による妊娠例 393 例の妊娠経過は,流産 54 例,子宮外妊娠 2 例,早期産 15 例,正期産

322 例,死産 1例であった。 

3)AIH による出生児 329 例の平均生下時体重は,3,211g,平均生下時身長は 49.9 ㎝であり,

妊娠周期の精子濃度と比較しても,児の体重および身長とも差違を認めなかった。 

4)AIHによる出生児336例全体の男女の性比の百分率は49.1:50.9であり,妊娠周期の精子

濃度との比較でも,濃度差による男女の性比には大きな差違はなかった。 

5)今後の展開として,AIH児の発育の長期追跡と同時にAIHと複合した不妊治療により得ら

れた妊娠および出生児の追跡が今後の課題となると思われる。 


